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 0det B となる条件は、2次方程式 0)()(2  bcadtdat が、実数解を持たないことであるから 

  0)(4)( 2  bcaddaD  )(4)( 2 bcadda   ──② 

 ここで、 0 bcad のとき、 0)( 2  da は成り立たないから、①は②に含まれる。 

 

以上により、求める必要十分条件は da  かつ 0 cb  または )(4)( 2 bcadda   ……(答) 

 

 

※ Aが単位行列 E の定数倍である場合を、見落としやすい。 


